
1989年出上の末簡

群
馬
。
国
分
境
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
群
馬
郡
群
馬
町
大
学
北
原
宇
国
分
境

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査

一
九
八
三
年

（昭
５８
）
一
二
月
を

一
九
八
四

年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
真
下
高
幸

・
小
野
和
之

・
谷
藤
保
彦

・
山
口
逸
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
後
期
？
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

国
分
境
遺
跡
は
、
榛
名
山
麓
に
源
を
発
す
る
牛
池
川
と
八
幡
川
と
に
は
さ
ま

れ
た
標
高
約

一
三
〇
ｍ
の
洪
積

台
地

盆
削
橋
台
地
）
上
に
位
置
す

る
。
南
側
の
牛
池
川
部
分
に
は

三
段
の
段
丘
が
存
在
し
、
上
位

面
は
集
落
と
し
て
、
中
位
面
は

広
場
的
な
機
能
を
有
す
る
空
間

橋

と
し
て
、
下
位
面
は
洗
い
場
と

ｍ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
丘
面
が

利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
集
落
と
洗
い
場
と
の
間
に
は
道
が
存
在
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

本
遺
跡
の
東
に
は
七
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ

一
一
世
紀
ま
で
存
続
し
た
山
王

廃
寺
が
あ
り
、
ま
た
本
遺
跡
の
あ
る
台
地
の
北
側
に
は
六
世
紀
代
の
水
田
遺
構

と
八
世
紀
後
半
ぞ

一
〇
世
紀
前
半
の
集
落
跡
が
検
出
さ
れ
た
北
原
遺
跡
が
存
在

し
て
い
る
。

ま
た
八
幡
川
を
は
さ
ん
だ
北
側
部
分
に
は
七
世
紀
ｉ

一
一
世
紀
の
集
落
で
あ

る
下
東
西
遺
跡
が
、
同
じ
く
川
を
は
さ
ん
だ
南
側

一
帯
に
は
上
野
国
分
僧
寺

・

尼
寺
、
及
び
奈
良

・
平
安
時
代
を
主
体
と
す
る
大
集
落
の
国
分
僧
寺

・
泥
寺
中

間
地
域
遺
跡
が
位
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
南
東
方
向
に
は
上
野
国
府

跡
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
範
囲
は
未
確
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
遺
跡
に
隣
接
す
る
地
域
に
は
、
山
王
廃
寺
、
推
定
国
府
関
連

遺
跡
群
、
国
分
二
寺
を
含
め
、
特
記
す
べ
き
遺
跡
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
こ

の
一
帯
が
古
代
上
野
国
の
中
心
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
遺
跡
の
調
査
は
、
関
越
自
動
車
道

（新
潟
線
）
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ

り
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居

一
六
八
軒
、
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
井
戸
三
基
、
滞
二

一
条
、
地
下
式
上
渡

一
基
、

土
坑
多
数
、
旧
河
道

一
本
等
で
あ
る
。
出
上
し
た
遺
物
の
大
半
は
土
師
器

・
須

恵
器
で
あ
る
が
、
緑
釉
陶
器
、
黒
笹

一
四
ｉ
丸
石
二
段
階
の
灰
釉
陶
器
、
墨
画

土
器
、
墨
書
土
器
、
鉄
器
、
櫛

・
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、
鍬
や
鋤
な
ど
の
木
器

な
ど
特
記
さ
れ
る
資
料
も
存
在
す
る
。

木
簡
は
、
現
在
の
牛
池
川
に
接
す
る
形
で
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
相
河
道
中
か



ら

一
点
出
上
し
た
。
こ
の
旧
河
道
に
接
し
た
形
で
洗
い
場
が
存
在
し
、
そ
の
周
一

辺
か
ら
は
多
数
の
上
師
器

。
須
恵
器
と
と
も
に
木
器

。
木
製
品
、
そ
れ
に
自
然

木
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
河
道
の
存
続
時
期
は
榛
名
山
ニ
ツ
岳
火
山
灰
Ｈ
ｒ

ｌ
Ｆ
Ａ

盆
ハ
世
紀
前
半
）
降
下
以
後
か
ら
浅
間
山
火
山
灰
Ａ
ｓ
Ｉ
Ｂ
盆

一一世
紀
初

頭
）
降
下
以
前
の
約
六
〇
〇
年
間
で
あ
り
、　
Ａ
ｓ
Ｉ
Ｂ
降
下
時
に
は
す
で
に
河

川
と
し
て
の
機
能
が
停
と
し
、
地
形
も
ほ
ぼ
平
ら
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
□
□
□

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μＳ

赴
受
卜
Φ露

上
端
部
お
よ
び
両
側
面
は
原
形
を
留
め
る
が
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
現

状
で
二
行

。
六
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
判
読
は
不
可
能
で
あ
り
、
木

簡
の
性
格

・
用
途

・
機
能
な
ど
は
明
か
に
し
が
た
い
。
伴
出
遺
物
か
ら
み
て
七

世
紀
後
半
ｉ
八
世
紀
前
半
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
は
形
状
面
に
お
い
て
、
①
極
め
て
入
念
に
整
形
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
②
両
側
面
の
加
工
が

一
定
で
あ
り
、
か
つ
面
取
り
加
工
が
施
さ
れ
て
い

て
、
断
面
が
痛
平
な
蒲
鉾
状
を
塁
し
て
い
る
こ
と
、
③
端
部
か
ら
約
三

。
三
硼

盆
寸
一
分
）
の
と
こ
ろ
に
切
り
込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
定
木
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
も
切
り
込
み
の
位
置
が
端
部

か
ら
約

一
寸

一
分
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
写
経
用
の
定
木
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
二
次
的
に
木
衝
に
転
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
類
例
に
は
石
川
県
金
沢
市

所
在
の
山
岳
寺
廃
跡
で
あ
る
三
小
牛

ハ
バ
遺
跡
か
ら
出
上
の
も
の
が
あ
る

翁
木

簡
研
究
』
一
一
号
）。
本
木
簡
を
写
経
用
定
木
と
考
え
る
な
ら
ば
、
本
遺
跡
と
、

隣
接
す
る
山
王
廃
寺
や
上
野
国
分
二
寺
と
の
関
係
が
重
要
視
さ
れ
て
く
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

本
木
街
に
つ
い
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
の
御
毅
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

②
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『
年
報
』
三

（
一
九
八
四
年
）

同

『
国
分
境
遺
跡
』
盆
九
九
〇
年
）

（麻
生
敏
隆

・
高
島
英
之
）
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